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はじめに
本報告は，以久科北海岸遺跡において斜里町立

知床博物館の支援協力を受けて実施した調査の
概要報告である．北海道大学と斜里町立知床博
物館との以久科北海岸遺跡における共同調査は，
2004年度に第1次調査を行って以来，2008年度，
2009年度と継続してきており（加藤ら2005, 2009, 

2010）．今回の2010年度の調査は第4次調査とな
る．
これまでの報告では，海岸線の沿ってのびる砂
丘上に位置する竪穴群が，とりわけ海側の砂丘縁
にいくつかの群（クラスター）を形成して分布す
ることを確認するとともに，竪穴内のテストピッ
トの所見からトビニタイ文化期からアイヌ文化
期に至る遺跡の形成過程を検証してきた（加藤ら
2005ほか）．
また北海道地域に特有の竪穴住居の埋没しきら
ない窪みを利用した近世アイヌ期の熊送りと関わ
る遺構が存在することも明らかにしてきた（加藤
ら2005, 2010）．

2010年度の調査は，とりわけ竪穴の窪みを利
用して残された熊送り遺構の広がりを確認するこ
と，また竪穴を残した集落との時間的連続性を検
証することを主たる目的として計画実施されたも
のである．

遺跡の概要
以久科北海岸遺跡（北海道教育委員会登載番

号：I-08-041）は，オホーツク海に面し東西に幅広
く伸びる砂丘上に位置する．遺跡所在地は，現在，
斜里町網走南部森林管理署1,142林班として登録
されている（図1）．
遺跡の位置する砂丘は，海岸沿いに東西に形成

された6列の砂丘列の内，砂丘 Iに属するとされる
（荒田ら1979）．これらの砂丘列は，全体で東西方
向に3 km，南北方向に0.3–0.6 kmの大規模なもの
である．この砂丘の特徴として北西–南東方向に
斜行する谷が形成されており，砂丘上はこれらの
谷と標高2–30 mの尾根とによって起伏に富んだ
地形を形成している（図2）．
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本遺跡周辺は，数多くの遺跡が集中しており，
砂丘の西端部には，舌状に張り出した丘陵地形を
利用してアイヌ文化期のガッタンコ1チャシが所
在し，隣接したやや低い丘陵上にはガッタンコ2

チャシが所在する．また砂丘北西側に位置する海
岸線沿いの低地には，やはりアイヌ文化期に属す
るガッタンコ貝塚とタンネウシ貝塚が知られてい
る．このように本遺跡に隣接して，2つのチャシ
が近在し，また貝塚も確認されている状況を考慮
すると，本遺跡を含めこの地域にはアイヌ文化期
の複合的な遺跡が残されている可能性が高い．

調査体制
調査は，これまでの過去の調査同様に北海道大
学と斜里町立知床博物館の共同調査として企画・
実施された．また調査の一部は北海道大学の全学
教育カリキュラム一般教育演習も兼ねており，22

名の1年次学生が参加している．また昨年度の調

査に引き続きオクラホマ大学の Joe Watkins教授と
Carol Ellick講師（ネイティヴアメリカン研究プロ
グラム），デンマーク国立博物館のUlla Odagaard

博士（SILAプロジェクト），イルクーツク大学
Ekatelina Lipnina准教授（考古学・民族誌学講座）の
参加があった（表1）．

調査の概要
2010年度の調査の目的は，（1）竪穴 I群の竪穴

の窪みを利用した熊送り遺構の広がりの確認，
（2）テストピットによる竪穴群の時期の確定とい
う2つの課題を設定した．
しかしながら，竪穴群の年代的な検討について

は，検出された熊送り遺構が当初予測したより数
多く，試掘区を設定する時間的な余裕がなくなり，
かねてより試掘を実施していた2号竪穴と3号竪
穴の間のトレンチを精査し，相互の覆土と竪穴構
築時の堀上土の層位的関係から構築時期の新旧関

図1．遺跡位置図（国土地理院発行1/25000地形図しゃり NK-55-31-5-1，2をもとに作図）．1: 以久科北海岸遺跡．2: 谷
田遺跡．3: 以久科砂丘南遺跡．4: 尾河台地遺跡．5: タンネウシ貝塚．6: ガッタンコ貝塚．7: ガッタンコ1チャシ．8: 
ガッタンコ2チャシ．9: 禅竜寺遺跡．10: 本町2遺跡．11: 貯木場遺跡．12: 本町3遺跡．13: 本町1遺跡．14: 半沢公
園遺跡．15: 栄町神社遺跡．16: 楓ケ丘遺跡．17: クシュンコタン遺跡．18: ウエンベツ河口遺跡．19: 須藤遺跡．20: 
ピラガ丘遺跡．
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図2．竪穴 I群におけるヒグマ頭蓋骨などの出土位置．1: 2004年出土ヒグマ頭蓋骨．2: 2009年出土ヒグマ頭蓋骨．3–7: 
2010年出土ヒグマ頭蓋骨．8–9: 2010年出土ヒグマ下顎およびキツネ・シカ下顎．10: 2009年出土ヒグマ四肢骨．
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係を判定するのみにとどめた．
竪穴 I群において確認された熊送り遺構の調査
は，当初，2004年と2009年にヒグマ頭蓋骨が検
出された3号竪穴と8号竪穴を中心におこなった．
過去の出土状況が笹根を除去した表土直下から検
出されていることをふまえ，今年度の調査では，
表土の除去にスコップなどを用いずに，移植ゴテ
と根切りバサミによって笹根の混在する厚さ2 cm

ほどの表土を薄くはぎ取った．
この結果，2号竪穴から1個体，3号竪穴から1

個体，8号竪穴から2個体，14号竪穴から1個体，
および3号竪穴と8号竪穴の間の平坦部からヒグ
マの下顎骨が2対の計7個体分のヒグマ頭部骨と
シカ下顎片，キツネの下顎骨を各1個体検出する
ことができた（図2）．

2号竪穴で確認されたヒグマ頭蓋骨は，竪穴周
辺における地表面の清掃作業中に確認された．頭
蓋骨は，2号竪穴の北側外縁部で大きく内部へ傾

斜する斜面肩部において後頭部が露出している状
態で確認され，精査した結果，表土中より他の口
蓋部や口頭部や犬歯などが検出された．頭蓋骨は
頭頂部をほぼ残しているが，上顎や口頭部，下顎
部を欠損し，また確認時の状態から見て原位置を
移動している可能性が高い．頭頂部の縫合線の癒
着状態および頭蓋の大きさからみて成獣とおもわ
れる．左頭頂部に頭部穿孔の痕を明瞭に残してい
る．

3号竪穴覆土上層では樽前 a降下火山灰（Ta-a: 

AD 1739）と混在して，ヒグマ頭蓋骨が1個体とや
や離れて下顎1対が確認された．頭蓋上部は，西方
向に口を向け，頭頂部を上にした状態で出土した
（図3）．3号上層からのヒグマ頭蓋骨の出土は2004

年度に確認したものについて2例目である．一方
50 cmほど西側へ離れた場所から検出された下顎
1対は，先の頭蓋骨とは反対に東と北へ口頭部を
向けて出土した．詳細は周辺の精査を経て，さら
に考古学的資料の共伴関係を加味して検討する必
要があるが，現段階の状況から見て，このような
頭蓋と下顎の異なる方向での配置状況は，幣場に
掲揚した頭蓋が落下する過程を示している可能性
があり，遺構や遺物の形成過程を検討する貴重な
資料になると思われる．頭頂部の縫合線の癒着状
態や犬歯のサイズを考慮すると成獣オスと推定さ
れ，左頭頂部に頭部穿孔の痕が認められる．

8号竪穴上層では，2個体のヒグマの頭蓋骨が出
土している（図4）．2009年においても同様に8号
竪穴覆土上層よりヒグマの頭蓋骨を1個体確認し
ているため（加藤ら2010），今年度の出土例を含め
て本竪穴上層より計3個体のヒグマの頭蓋骨が検
出されたことになる．No. 2と名付けたヒグマ頭
蓋骨は，8号竪穴の南縁中央において確認された．
ヒグマ頭蓋骨は層位的に部分的に広がりを見せる
Ta-aの上位に位置し，後頭では頭頂部を上にする
一方で，前頭部は左側頭部を下にした横倒しの状
態で検出されている．頭蓋および上顎部分を取り
外すと下から下顎骨が出土し，頭蓋部と下顎部は
解剖学的位置を保っていた．この8号竪穴No. 2の
ヒグマ頭蓋骨は，頭頂部の縫合線の癒着状況，犬
歯のサイズから見て成獣オスと推定される．左頭

表1．調査体制．

調査主体者
𢎭和順（北海道大学大学院文学研究科長）

調査担当者
加藤博文（北海道大学大学院文学研究科准教授）
松田功（斜里町立知床博物館・学芸員）

調査参加者
鈴木健治（北海道大学アイヌ・先住民研究センター
博士研究員）・石原真衣（北海道大学大学院文学研究
科修士課程）・岩波連・内山晋吾・杉浦章一郎・勝木
麗華・佐藤侑士・芝田亮平・漆原美穂香・大西凛・
山口章太郎・渡辺綴（北海道大学文学部学生）・原田
大樹・加藤幹大・栗山拓也・大平城二・小林祐介・
松本翼・若宮達郎・廣田俊樹・柳瀬理孝・鈴川裕基・
小野未沙喜・神戸優理子・阿南静佳・古賀珠璃安・
加藤玲奈・新谷双葉・細木杏奈・三好奈央・三谷真
美・中井淑恵・港江利奈・Han Qingyan（北海道大学
全学一般教育演習受講者）・村本周三（斜里町教育委
員会嘱託職員）

海外調査参加者
Joe Watkins & Carol Ellick (Native American Study, 
University of Oklahoma), Ulla Odagaard (SILA, 
National Museum of Denmark), Ekatelina Lipnina 
(Dep. of Archaeology and Ethnography, Irkutsk state 
University)
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図3．3号竪穴上層ヒグマ頭蓋骨出土状況．
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図4．8号竪穴上層ヒグマ頭蓋骨出土状況．
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図5．14号竪穴上層ヒグマ頭蓋骨出土状況．
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頂部に頭部穿孔の痕が見られる．
8号竪穴の東縁ではNo. 3と名付けたヒグマ頭

蓋骨が検出された．この頭蓋骨は表土直下でNo. 

2と同様にTa-aよりも上位に位置する．竪穴の窪
みの傾斜部に位置するため後頭部を竪穴内部に向
け，口頭部を竪穴外へ向ける状態でやはり頭頂部
を上にして検出された．この個体には下顎部は
伴っていない．口頭部を竪穴外へ向け，また下顎
をともなわないなど，総じて出土状態は原位置と
いうよりは竪穴外からの流れ込みの状態が想定で
きる．周辺の精査により他の部位の骨が伴うかど
うかなどを考慮して検討する必要がある．本例も
頭頂部のサイズ，縫合線の癒着状況，犬歯のサイ
ズから見て成獣オスと推定される．左頭頂部に頭
部穿孔の痕が観察できる．

14号竪穴においては，竪穴東縁，内部への窪み
の傾斜の肩部においてヒグマ頭蓋骨が確認された
（図5）．部分的に頭頂部が露出したため測量作業
中に確認できたものである．後頭部はほぼ表土に
露出しており，原位置を保っていない．また頭蓋
骨も大部分が細片化しており，かなり動いている
可能性が高い．一方下顎が口頭部を北側へ向け，
左側面を下にして横倒しになった状態で確認され
た．犬歯などの位置から見て下顎は，大きく動い
ていないと思われる．下顎および犬歯のサイズか
ら見て成獣オスと推定される．復元過程の途中で
あるが，左頭頂部に頭部穿孔の痕が確認できる．
このように調査の過程において，各竪穴の窪み
を利用した熊送りが複数の竪穴の上層に位置する
ことが明らかとなったことにより，急遽，3号竪
穴と8号竪穴の間の平坦面に幅2 m，長さ2.5 mの
Aトレンチと呼称する調査区を設定し，竪穴の窪
み以外の竪穴外の平坦部にも動物遺存体の広がり
や遺構が分布する可能性を検証した．
その結果，このAトレンチからは，ヒグマの下
顎が2対，またキツネの下顎を1対確認すること
ができた．これらは，現在確認した範囲において
は，下顎のみであり，上顎部分や頭蓋骨は検出さ
れていない．
なお，これら今回確認されたヒグマ頭蓋骨につ

いては，復元作業終了後に年齢や特徴についての

細かな記述，死亡時期査定，DNAサンプルの採取
などを行うことになっている．それらの結果が出
次第，改めて詳細については報告したい．

ヒグマ頭蓋資料の年代
2004年および2009年に出土したヒグマ頭蓋骨
の年代については，これまでTa-aの上位か下位か
という火山灰との層位的関係によってのみ年代的
位置づけを想定してきた．2004年度の報告におい
て，年代的見解は検出状況の所見からおよそ18世
紀の近世アイヌ期と推定した（加藤ら2005）．
今回，2004年に出土した3号竪穴覆土上層出土
のヒグマ頭蓋骨の臼歯1点と2009年に出土した2

号竪穴覆上層出土の臼歯1点，および同じく2009

年に8号竪穴覆土上層より出土したヒグマ頭蓋骨
の臼歯2点，計3点についてAMS法による放射性
炭素年代測定を行った．年代測定はパレオ・ラボ
において実施された（表2）．

2号竪穴覆土上層より出土したヒグマ臼歯の
年代は，281±17 yr BP（PLD-16494），2σ暦年代
で見た場合，cal AD 1522–1573（46.3%），cal AD 

1629–1660（49.1%）となり，16世紀ないしは17世
紀という年代を示した．

3号竪穴覆土上層より出土したヒグマ臼歯の年
代は，494±16 yr BP（PLD-16495），2σ暦年代で見
た場合，cal AD 1413–1441（95.4%）となり，15世
紀という年代を示した．

8号竪穴覆土上層より出土したヒグマ臼歯の年
代は，1点目が173±20 yr BP（PLD-15683），2σ暦
年代で見た合，cal AD 1665–1691（18.1%），cal AD 

1728–1785（47.9%），cal AD 1793–1811（10.0%），cal 

AD 1923–1954（19.4%）となり，暦年較正曲線が平
坦な時期に該当するため年代を絞り込むことがで
きなかった．2点目も204±16 yr BP（PLD-16496），
2σ暦年代で見た場合，cal AD 1654–1681（25.7%），
cal AD 1763–1802（46.9%），cal AD 1938–1955

（22.9%）となり，同様に暦年較正曲線が平坦な時
期に該当するため年代を絞り込むことができな
かった．年代的には17世紀から20世紀のいずれ
かの年代を示している．
このように今回実施した放射性年代測定結果
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図6．年代測定を行った3号竪穴および8号竪穴上層出
土ヒグマ頭蓋骨．a：3号竪穴上層出土ヒグマ頭蓋骨No. 
1（2004年出土）．b：8号竪穴上層出土ヒグマ頭蓋骨No. 
1（2009年出土）．

a

b

は，これら竪穴 I群の複数の竪穴覆土上層に残さ
れたヒグマ頭蓋骨が古くは15世紀から，新しくは
17世紀から20世紀にかけて残されたものである
という新たな資料を提供する結果となった．

成果
1．新たに出土したヒグマ頭蓋骨

2010年の調査では，竪穴 I群を構成する竪穴群
のうち，2, 3, 8, 14号の各竪穴住居の上層よりヒグ
マの頭蓋骨が検出された．現在，細かく破片の状態
で出土した資料の接合復元作業の途上にあるが，
頭蓋や犬歯のサイズから判断して，共通して成獣
オスであり，また左頭頂部に頭蓋穿孔の痕を認め
ることができる．
今回ヒグマ頭蓋骨が複数の竪穴覆土上層におい
て確認されたことにより，これ以外の竪穴覆土上
層においても同様にヒグマ頭蓋骨が残されてい
る可能性が高くなった．これまで出土した頭蓋骨
すべてに頭部穿孔が施されていることにより，こ
れらの頭蓋骨が儀礼行為の所産であることは疑い
ない．ヒグマ頭蓋骨の集中度からいって継続的に
熊送り儀礼が行われていたことを想定すべきであ
る．
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2．送り場遺構としての特徴
数量的に多くのヒグマ頭蓋骨が検出された一方
で，具体的な送り場としての空間的状況を復元す
るための情報は，十分に得られていない．現在検
出されているのは動物骨のみであり，送り場に共
伴する物質文化資料の出土は現段階では認められ
ない．その理由として，調査面積が部分的であり，
竪穴全域や周辺部の調査がなされていないことが
挙げられる．今後調査面積を広げる必要がある．
具体的にヒグマ頭蓋骨がどのように送られてい
たかについての検討が必要となる．出土した位置
は，竪穴の窪みの中央部というよりは縁に近いと

いう点は周辺の調査とあわせて検討する必要があ
る．いくつかの事例で見られたように下顎がやや
離れた位置で出土したり，近接していない点を考
慮すると，本来これらの頭蓋骨は竪穴内というよ
りは竪穴周囲にヌサが設置されていたことを示す
のかも知れない．頭蓋骨の上下や方向，傾きなど
も考慮する必要がある．
竪穴外のある種の施設の存在の検討は，Aトレ
ンチにおいて下顎のみが2対，シカやキツネの下
顎と共に広がりもちつつ出土したことからも今後
より詳細に調査検討していく必要がある．

図7．出土したヒグマ頭蓋骨の推定年代値．

PLD-16496
8号住居址
ヒグマ臼歯

PLD-16494
2号住居址
ヒグマ臼歯

PLD-16495
3号住居址
ヒグマ臼歯

1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000

Calibrated date (cal AD)

OxCal v4.1.4

Ta-a: AD 1739
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3．ヒグマ頭蓋骨の年代について
今回得られた放射性炭素年代は，当初予測して
きた年代を遥かに古く遡るものを含んでいた．3

号竪穴覆土上層のヒグマ頭蓋骨は，この年代測定
値に基づけば15世紀の遺構ということになる．ま
た2号竪穴覆土上層出土のヒグマ臼歯も17世紀
の年代を示している．このように本遺跡において
竪穴覆土上層に残されたヒグマ頭蓋骨は，数世紀
にわたる時間幅をもつという点は極めて重要であ
る．竪穴覆土上層に残された熊送り遺構の時間的
連続性をさらに考古学資料と組み合わせて検証で
きるならば，アイヌ文化期の熊送り儀礼の変遷を
考察する上で興味深い資料を提供できるであろ
う．
また本遺跡における人間集団の遺跡空間利用の
変遷，具体的には竪穴住居に見られる本遺跡の集
落としての利用時期と，集落としての放棄後の儀
礼空間としての利用時期という空間利用の変化を
考察する上でも知る上で貴重な資料を得たとみな
すことができよう．

まとめ
2010年度の調査の概要を以下にまとめる．

1．熊送り遺構について
今年度の調査によって竪穴覆土上層で確認され
る熊送り遺構は，竪穴 I群の複数の竪穴に存在す
ることが明らかとなった．また竪穴の窪み以外の
平坦部においても何らかの送り場的な遺構が存在
する可能性を指摘できる．
一方で，竪穴内から出土する「送り」行為と関係
すると思われる動物骨はヒグマに限定されている
が，平坦部においてヒグマ以外の動物骨も出土し
ており，別の遺構の存在を示唆している．

2．熊送り遺構の存続期間と竪穴群との関係
昨年度までの調査によって本遺跡において確認
される竪穴群は，約1,000年前に降灰したと推定
される摩周b降下軽石（Ma-b5）を鍵層として新旧
2つに分かれることが判明している（加藤ら2009，
2010）．

今回報告した年代測定結果にもとづけば，15世
紀には竪穴の窪みを利用した熊送りが開始され，
20世紀まで継続していた可能性が出てきた．2010

年には7体の新たなヒグマ頭蓋骨が検出されてお
り，これらの年代測定や死亡時期推定などの分析
を進める予定である．
今後は，竪穴 I群における竪穴の構築・居住の
変遷，その他の竪穴群の年代の確定が必要となっ
てこよう．

3．今後の課題
集中的な熊送りの遺構の存在が確認されたこと
により，本遺跡の空間を利用した集団の推定も重
要となる．遺跡内における熊送り遺構のさらなる
データの収集に加えて，周辺に確認されている遺
跡との関係の探求も必要となる．事実，北側の海
岸沿いにはタンネウシ貝塚が知られ，アイヌ文化
期のコタンが推定されている（松田1991）．これま
で集められてきた民族誌的記録や歴史文献資料も
含めて調査を継続する中で本遺跡の位置づけにつ
いての検討を進めて生きたい．
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